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「実学，語学及び品格」を胸に

　卒業生，修了生の諸君，卒業，修了おめでとう。例年以上に雪

の多かった小樽も，ようやく春の兆しを感じられるようになりま

した。諸君がこの地獄坂を登り，緑丘の学び舎で過ごすのも今

日が最後になります。

　さて，諸君が学園生活を送った期間は，本学にとって，また日

本にとって激動の時代でした。丁度三年前の2011年3月11日，東

日本大震災がわが国を襲いました。復興はまだ始まったばかりと

言ってよいでしょう。福島原子力発電所事故は，終息の見通しす

らたっていません。そんな中，同年7月には本学創立百周年を諸

君と共に祝うことができ，同窓生や市民と共に感動を共有しまし

た。東日本大震災という，わが国が未曾有の危機にある中，本学

百周年記念事業を行うことに，私自身，大きなためらいがありま

した。しかし，震災からの復興とは道路や建物を元に戻すことば

かりではありません。何よりも一人ひとりが前進する力強い意志

を持たなければなりません。被災を免れた我々が力強く前進す

ることが，被災地の人々の大きな励みにもなると考えました。実

際，被災地にある緑丘会宮城支部の同窓が，百周年事業を積極

的に応援してくれました。

　一方，二年前の5月7日，本学構内で飲酒事故が発生し，入学し

たばかりの一年生部員が亡くなるという大変不幸な結果となり

ました。亡くなられた学生のご冥福を心よりお祈り申し上げます。

この飲酒事故は，本学構内で発生し，死亡事故にまで至ったこ

となどにより，大きな社会問題となり，本学創立以来ともいえる

危機となりました。諸君も様 な々形で影響を受けたことと思いま

す。当面，再発防止に全力を尽くしますが，この危機はいまだ継

続中であり，まだ総括できる段階にはありません。本学開学以来

「諸君を紳士として遇する。」とし，学生諸君を常識と判断力を

備えた大人として扱い，自由闊達で自主的な活動を尊重すると

いう本学の品格教育の真の意味を，いま，改めて問い直さなけれ

ばなりません。

　本学は，初代校長渡辺龍聖以来百年以上もの間，「実学，語

学及び品格」の育成を変わらぬ教育のモットーとしてきました。

そして，その真の意味を常に問い直してきました。例えば，創立

当初から，「実学」を，即戦力となる実践的知識の教授であると

は考えていませんでした。場当たり的な知識や対処法ではなく，

問題の本質を見抜き，環境の変化に応じた適切な解決策を構想

し実践することこそが，実学であると考えてきました。実学教育

のためには，一見迂遠のようにみえますが，抽象的な思考がで

き，歴史観をもち，広い視野で物事を考える能力の育成こそが

必要だと考えてきました。

　また，「ビジネスに国境なし。」との認識から語学教育を重視

してきました。いま，本学では語学教育の伝統を引き継ぎなが

ら，地域を愛し，地域へ貢献しようとする強い意志をもって，地

球規模で活躍するグローカル人材の育成を構想しています。

　皆さんは，大学を離れ，当面は新たな職場や環境に慣れ，仕

事等に習熟することに精一杯になるでしょう。しかし，時に，仕事

の手続きや表面ではなく，本質を考え，今行った意思決定や行

動がどのような結果をもたらすのかをイメージできる「実学」を実

践するように心がけて下さい。また，語学，とりわけ英語力を錆

び付かせないよう，ちょっとした努力をして下さい。わずかでも，

こうした心がけ，努力は必ず大きく報われるはずです。

　最後に，私事で恐縮ですが，私もこの3月末日をもって小樽商

科大学を退任します。十八歳で本学に入学してから，途中の七年

間をのぞき，学生，教員そして学長として今日まで地獄坂を登り

続けてきました。いま諸君と共にこの緑丘を去ります。ただし，

諸君は，緑丘を巣立ち，未来に向かい，これからの人生を切り開

いていかなければなりません。「実学，語学，品格」のモットーを

胸に，洋々たる未来を切り開いて下さい。諸君の活躍を期待して

います。
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国立大学法人小樽商科大学長
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